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表紙説明
　肉用牛として美しい牛を決定する「平成 26 年度喜界町畜産共進会」が 9 月
12 日、町家畜セリ市場で開催された。写真は１・２部の１、２席を取った牛。
詳しくは、４ｐ。

牛の美人コンテストで
メーラビ牛が決定！！
～喜界町畜産共進会～

喜界町キャラクター
　　よろこびと

牛の美人コンテストで
メーラビ牛が決定！！
～喜界町畜産共進会～
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喜界町の家計簿

　平成２５年度の歳入総額は，一般会計と特別会
計の連結決算で１００億７２４８万円（対前年比 約
６億８千万円増）。歳出総額は９９億４７３万円（対前
年比 約７億円増）となった。
　一般会計で見ると，歳入総額は６２億３７００万
円（対前年比 約５億１千万円増）。歳出総額は，
６０億９７２５万円（対前年比　５億３千万円増）となっ
た。
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平成25年度

町税 ･･･町民税や軽自動車税，固定資産税など

分担金及び負担金 ･･･町の行う事業により利

益を受けるものから，その受益を限度とした

賦課徴収するもの。老人保護措置（養護老人

ホーム）費など

使用料及び手数料 ･･･公営住宅の家賃や住民

票などの証明書発行のために納められたお金

財産収入 ･･･教員住宅の家賃や町所有の土地

の地代などのお金

地方交付税 ･･･地方公共団体が等しく行政

サービスを提供することができるよう，国が

配分するお金

町債 ･･･町が行う公共事業などの財源として，

国などから借りたお金

国庫支出金･･･町が行う特定の事業に対して，

国から交付されたお金

県支出金 ･･･町が行う特定の事業に対して県

から交付されたお金

地方譲与税 ･･･国税として徴収され，一定の基

準により国から地方公共団体に交付されるお金

地方消費税交付金 ･･･地方消費税の一部を人

口などにより按
あんぶん

分されて国から交付されるお金

総務費 ･･･ 国や地方自治体の歳出で公務員

の給与などに使われたお金

民生費 ･･･高齢者や障害者，子どもの福祉

などに支出されたお金

衛生費 ･･･健康増進，疾病予防，環境保全，

清掃などに使われたお金

農林水産業費 ･･･農業，畜産業，水産業な

どの振興に使われたお金

商工費 ･･･商業，観光の振興などに使われ
たお金

土木費 ･･･道路や公園，公営住宅の建設な

ど公共事業・土木事業等に利用されたお金

消防費 ･･･消防署や消防団の運営など，消
防活動や救急活動に使われたお金

教育費 ･･･公立学校の運営管理や施設設備，

生涯学習の推進などに使われたお金

災害復旧費 ･･･台風や大雨などの災害によ
り被害を受けた道路・農道等の復旧に使わ

れたお金

公債費 ･･･公共事業などの財源として借りた
公債の償還や利子の支払いに使われたお金

議会費 ･･･議員の報酬など，議会運営に使
われたお金

歳入

歳出

町の財政事情をお知らせします！

2



◎主な財政用語
財政力指数 ･･･財政力を示す指標。数値が高いほど財政力が
強いとされ，１を超えると，普通交付税が交付されない。また，
指数が 1以下の団体であっても，１に近い団体ほど財源に余
裕があるといえる。
実質収支比率 ･･･歳入から歳出を引いた額（形式収支）から，
翌年に繰り越すべき額を控除した決算額を実質収支といい，
標準財政規模に対する実質収支額の割合を実質収支比率とい
う。実質収支が黒字の場合はプラスとなり，赤字の場合はマ
イナスとなる。

歳出決算額

◆平成 2５年度末地方債（借金）
　昨年度は新たに４億 1695 万円を
借り入れ，元金６億 4741 万円を返
済した。起債残高は 59 億 6463 万
円。（一般会計）
◆平成 2５年度末基金（貯金）
　昨年度は４億 2777 万円を積立
て，取り崩しは２億６２７７万円，基
金残高は２５億３１２２万円となった。

（特別会計を含む）

一般会計の収支状況

主な財政指数
区分 H25 H24 増減（H25-H24)

財政力指数 ０．１６ ０．１７ △０．０１
実質収支比率 ２．３ １．４ ０．９
経常収支比率 ８９．２ ８９．９ △０．７

財政調整基金積立金 13 億1231万 11億 340 万 ２億 891 万
地方債残高 59 億 6463 万 61 億 9509 万 △２億 3046 万

実質公債費比率 １２．９ １３．３ △０．４
将来負担比率 ２２．８ ４３．８ △２１

年　度　
　区　分　　 H25 H24

増減
(H25-24)

歳入総額 Ａ 6,237,003 5,727,058 509,945
歳出総額 Ｂ 6,097,256 5,563,293 533,963
形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 139,747 163,765 △ 24,018
翌年度への繰越 Ｄ 54,523 112,836 △ 58,313
実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ② 85,224 ① 50,929 34,295
単年度収支②－① Ｆ 34,295 △ 29,637 63,932
積立金 Ｇ 183,416 1,139 182,277
繰上償還金 Ｈ 0 0 0
積立金取崩し額 Ｉ 0 0 ー
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） 217,711 △ 28,498 246,209

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額

決  算  総  額 10,072,486 9,904,735 167,751

一  般  会  計 6,237,003 6,097,256 139,747

 特  別  会  計 3,835,483 3,807,479 28,004
国民健康保険
（事業勘定）

1,139,325 1,138,739 586

国民健康保険
（直診勘定）

4,686 4,686 0

介護保険事業 889,690 879,847 9,843
後期高齢者医療事業 87,792 87,122 670
老人福祉施設事業 375,345 358,980 16,365

屠畜場事業 1,258 1,258 0
簡易水道事業 890,511 890,471 40

農業集落排水事業 53,177 53,177 0
公共下水道事業 393,699 393,199 0

総務費 ･･･防災無線デジタル化整備事業

衛生費 ･･･合併処理浄化槽設置事業

農林水産業費 ･･･ 荒木漁港地域水産物　

　　　　　　　　供給基盤整備事業

土木費 ･･･喜界島港改修事業

教育費 ･･･早町小施設補修工事

総務費 ･･･地域文化等宿泊体験学習

　　　　　施設整備事業

衛生費 ･･･焼却灰搬出処理委託料

農林水産業費 ･･･園芸施設整備事業

土木費 ･･･地域住宅交付金事業

教育費 ･･･喜界町体育館施設改修工事

※青色で標記している事業は補助事業

平成２５年度の主な事業

経常収支比率 ･･･ 経常的経費（人件費，物件費，扶助費，
公債費，補助費等などのうち臨時的なもの除いた経費）のた
めに経常一般財源（町税，地方交付税，地方譲与税の使途が
特定されないもの）がどれだけ充当されたかを示す比率を表
したもの。比率が低いほど財政構造は弾力性がある（臨時的
支出や町単独事業に柔軟に対応できる）。
財政調整基金積立金 ･･･不況による予期しない収入の減少や
災害の発生等による思わぬ支出の増加に備え，財源に余裕のあ
る年度に積立金を行うもの。一般に地方自治法第 241条に基づ
く基金の形で行われる。家計でいうと貯金のようなもの。　
地方債残高 ･･･地方公共団体が資金調達のために負担する債
務（町の借金）の残高で，借入期間が 1年を超えるもの。
実質公債費比率 ･･･収入に対する借入金返済額の比率を示
す。従来の起債制限比率には反映されなかった一般会計から
特別会計への繰出金も含まれる。18％を超えると起債の際に
は県の許可が必要となり，25％を超えると起債が制限され，
財政健全化計画を定めなければならない。財政の健全度を測
る上で重要な指標。
将来負担比率 ･･･将来の収支や実質的な負債を捉えた指標。
負担を将来に先送りすること等により将来的に財政悪化が生じ
ないようにするため，財政健全化法において規定されている。
350％を超えると健全化計画を策定し，財政の健全化を図る
必要がある。

地方債・基金の状況

５３０３万円

３４３万円

４３００万円

４億８７９万円

１４１５万円

３３６３万円

１２５５万円

２７６４万円

１２４８万円

２４８６万円

3　Kikai Public Relations 2014.10



喜
高
男
女
弓
道
部
が
Ｖ
２
達
成
!!

平
成
26
年
度
喜
界
町
畜
産
共
進
会
が
9

月
12
日
、
町
家
畜
セ
リ
市
場
で
行
わ

れ
た
。
大
会
に
は
、
島
内
の
畜
産
農
家
か

ら
第
１
部
（
11
～
15
ヶ
月
齢
）
に
15
頭
、

第
２
部
（
16
ヶ
月
齢
か
ら
分
娩
前
）
に
18

頭
が
出
場
し
た
。
今
回
は
、
3
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る
『
大
島
地
区
肉
用
牛
振
興
大

会
（
Ｊ
Ａ
経
済
連
主
催
）』
に
出
場
す
る
雌

牛
の
選
抜
を
兼
ね
て
い
る
。

　

審
査
は
、
身
体
各
部
位
の
発
育
状
況
や会場では丹精に育てられた牛が審査を受けた

3
年
に
一
度
の
大
島
地
区
肉
用
牛

振
興
大
会
に
向
け
出
場
牛
を
選
抜

毛
並
み
、
四
肢
、
乳
房
、
歩
様
な
ど
大
き

く
８
項
目
の
内
容
で
採
点
さ
れ
、
肉
用
牛

と
し
て
美
し
い
雌
牛
が
選
ば
れ
た
。

　

今
月
下
旬
天
城
町
で
開
催
さ
れ
る
地
区

大
会
に
は
、
第
１
・２
部
第
１
席
を
獲
得
し

た
牛
な
ど
６
頭
が
出
場
す
る
。
前
回
大
会

で
総
合
優
勝
し
て
い
る
喜
界
町
は
、
今
大

会
も
好
成
績
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
１
・
２
部
で
第
１
席
を
獲
っ
た
豊
原

芳
宏
さ
ん
は
「
喜
界
の
牛
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、

喜
界
か
ら
一
頭
で
も
多
く
の
牛
が
上
位
に

ラ
ン
ク
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

今
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
大
会
結
果
】
▽
第
１
部
（
11
～
15
ヶ
月
齢
）

第
１
席 
や
な
ぎ
ひ
め
２
（
父
牛 

忠
茂
勝
）

豊
原
芳
宏
・
第
２
席 

さ
く
ら
（
父
牛 

美

国
桜
）
西
久
代
・
第
３
席 

み
ね
４
３
０
（
父

牛 

華
春
福
）
㈱
サ
ン
恵
・
第
４
席 

よ
し

こ
（
父
牛 

美
国
桜
）
三
田
美
孝
行
・
第
５

席 

ろ
び
ん
（
父
牛 

安
福
久
）
美
島
敬
秀

▽
第
２
部
（
16
ヶ
月
齢
～
分
娩
前
ま
で
）

第
１
席 

ら
い
す
ひ
め
４
（
父
牛 
安
福
久
）

豊
原
芳
宏
・
第
２
席 

ま
る
ち
ゃ
ん
（
父
牛 

華
春
福
）
松
田
淳
一
・
第
３
席 

や
す
こ （
父

牛 

安
福
久
）
栄
和
子
・
第
４
席 

ぽ
ぷ
ら

ひ
め
（
父
牛 

勝
忠
平
）
豊
原
芳
宏
・
第
５

席 

す
い
す
（
父
牛 

華
春
福
）
思
照
也

▽
第
３
部
（
父
兄
群
） 

み
ね
４
３
０
（
父

牛 

華
春
福
）
㈱
ヤ
マ
サ
ン
・
み
ね
４
２
４

（
父
牛 

華
春
福
）㈱
ヤ
マ
サ
ン
・
み
ど
り（
血

統 

華
春
福
）
思
照
也
【
敬
称
略
】

赤
文
字
は
大
島
地
区
振
興
大
会
出
場
牛

２
０
１
４
年
大
島
地
区
高
校
体
育
大

会
が
９
月
下
旬
、
群
島
内
各
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
奄
美
市
名
瀬
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
弓
道
競
技
に
喜
界
高
校
男
女

弓
道
部
（
木こ

ば塲
亮
太
顧
問
・
部
員
数
5
人
）

が
出
場
し
た
。

　

団
体
の
部
は
男
女
と
も
3
人
づ
つ
出
場

し
、
一
人
12
本
計
36
本
矢
を
放
つ
こ
と
が

で
き
る
が
、
喜
高
男
子
は
部
員
は
2
人
。

２
人
で
24
本
ま
で
と
い
う
他
校
よ
り
12
本

少
な
い
不
利
な
状
況
で
大
会
に
挑
ん
だ
。

　

奄
美
地
区
大
会
で
優
勝
す
る
選
手
で
も

９
本
以
上
の
命
中
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
番
手
の
北

村
主
将
が
放
つ
矢
は
的
に
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
次
々
に
命
中
。
結
果
は
、
12
本
全

て
の
矢
を
命
中
さ
せ
る
快
挙
。
続
く
二
番

手
の
酒
井
く
ん
も
健
闘
し
９
中
で
計
21２つの優勝旗を掲げる部員と顧問

中
。
準
優
勝
の
奄
美
高
校
に
８
本
の
大
差

を
つ
け
、
見
事
連
覇
を
達
成
し
た
。
個
人

の
部
で
も
12
中
の
北
村
く
ん
が
優
勝
、
９

中
の
酒
井
く
ん
が
準
優
勝
し
、
喜
高
男
子

が
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
決
め
た
。

　

女
子
団
体
の
部
も
、
個
人
の
部
で
優
勝

し
た
増
田
さ
ん
の
活
躍
な
ど
が
あ
り
10
中

と
し
、
同
じ
く
10
中
の
徳
之
島
高
校
と
優

勝
決
定
戦
に
臨
み
、
接
戦
を
制
し
優
勝
。

2
年
連
続
の
男
女
奄
美
制
覇
を
果
た
し

た
。

　

北
村
主
将
は
「
昨
年
の
優
勝
校
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
練
習
通
り
に
や
れ

ば
勝
て
る
と
信
じ
て
臨
ん
だ
。
今
年
も
優

勝
し
よ
う
と
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
苦
し

い
練
習
に
も
耐
え
て
き
た
の
で
、
本
当
に

優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
み
を
浮
か

べ
た
。

【
男
子
団
体
の
部
出
場
者
】

①
大
前 

北
村
大
倭
・
②
落 

酒
井
雄
大

【
女
子
団
体
の
部
出
場
者
】

①
大
前 

勝
多
香
子
・
②
中 

政
元
志
保
・

③
落 

増
田
愛
美 （
出
場
順
・
敬
称
略
） 練習に励む北村くん（左）と酒井くん（右）
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地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
優
秀
な
特

産
品
を
選
ぶ
『
平
成
26
年
度
あ
ま

み
島
一
番
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
８
月
18
日
～

22
日
の
5
日
間
、
群
島
内
各
会
場
で
開
催

さ
れ
た
。
本
町
で
の
審
査
は
21
日
に
役
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
審
査

員
た
ち
は
出
品
さ
れ
た
作
品
を
試
食
し
な

が
ら
、
市
場
性
や
独
創
性
、
製
造
方
法
な

ど
の
観
点
か
ら
審
査
し
た
。

　

結
果
は
、
加
工
食
品
部
門
で
結
い
グ

ル
ー
プ
喜
界
の
『
毎
日
・
ま
め
オ
レ
』、

ス
イ
ー
ツ
部
門
で
南
村
製
糖
の
『
喜
界
の

ご
ま
菓
子
』
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
『
毎
日
・
ま
め
オ
レ
』

に
つ
い
て
、「
そ
ら
ま
め
を
使
っ
た
商
品

は
目
新
し
く
、
黒
糖
の
甘
み
と
そ
ら
豆
の

香
り
が
大
変
良
く
飲
み
や
す
い
」、
そ
し

て『
喜
界
の
ご
ま
菓
子
』に
つ
い
て
は
、「
高

い
香
り
と
口
残
り
が
少
な
く
、
爽
や
か
な

味
わ
い
が
し
て
、
手
作
り
の
よ
さ
が
で
て

い
る
」
と
高
評
価
だ
っ
た
。

毎日・まめオレ（上）と
喜界のごま菓子（下）

昨
年
に
引
き
続
き
県
内
最
高
齢
に
認

定
さ
れ
た
田
島
ナ
ビ
さ
ん（
１
１
４

歳
・
明
治
33
年
生
ま
れ
）
に
9
月
10
日
、

県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

贈
呈
式
は
、
田
島
さ
ん
が
入
所
し
て
い

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
で
行
わ

れ
、
親
戚
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、
本 

重
人
大
島
支
庁
長
か
ら
田
島
さ
ん
に
手
渡

さ
れ
た
。

　

孫
の
廣
行
さ
ん
（
61
才
）
は
「
祖
母
は

い
つ
も
元
気
溌は
つ
ら
つ剌
で
、
農
業
に
精
を
出
し

て
い
た
。
8
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
孫

は
自
分
を
含
め
て
40
人
以
上
、
さ
ら
に
ひ

孫
は
そ
れ
以
上
の
人
数
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
、
日
本
最
高
齢

を
達
成
し
て
ほ
し
い
」と
長
寿
を
願
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
最
高
齢
は
、
大
阪
府
大
阪

市
在
住
の
大
川
ミ
サ
ヲ
さ
ん（
１
１
６
歳
・

明
治
31
年
生
ま
れ
）。　

親戚や町長たちと一緒に記念撮影

あ
ま
み
島一番
コ
ン
テ
ス
ト
に

　
　

自
慢
の
特
産
品
２
品
が
選
定
！

今
年
も
県
内
最
高
齢
に
認
定
さ
れ

た
田
島
ナ
ビ
さ
ん
に
祝
い
状

人
気
雑
誌
・
週
刊
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
（
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社

発
行
）
で
喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
が
紹
介

さ
れ
た
。
同
誌
は
、
9
月
２
日
特
大
号
と

し
て
販
売
さ
れ
、「
日
本
の
島
で
見
つ
け

た
名
コ
ー
ス
」
と
題
し
た
特
集
で
同
ゴ
ル

フ
場
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

本
町
の
概
要
や
喜
界
島
出
身
の
久
保
樹

乃
プ
ロ
に
よ
る
コ
ー
ス
の
特
徴
な
ど
の
解

説
、
1
番
ホ
ー
ル
横
を
飛
行
機
が
離
陸
す

る
瞬
間
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

同
誌
編
集
員
に
よ
れ
ば
、
空
港
と
ビ
ー

チ
が
隣
接
す
る
ゴ
ル
フ
場
は
大
変
珍
し

く
、
ま
た
す
ご
く
き
れ
い
な
コ
ー
ス
で
あ

上
嘉
鉄
の
ヤ
ン
ガ
ー
（
泉
）
に
ピ
ン

ク
色
の
ト
ン
ボ
が
い
る
！
と
10
月

上
旬
、
役
場
に
一
報
が
入
っ
た
。
現
場
に

駆
け
つ
け
る
と
確
か
に
鮮
明
な
ピ
ン
ク
色

を
し
た
ト
ン
ボ
が
十
数
匹
、
泉
の
回
り
を

せ
わ
し
く
飛
び
回
っ
て
い
た
。

　

日
本
昆
虫
協
会
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

ピ
ン
ク
色
の
ト
ン
ボ
の
正
体
は
ト
ン
ボ
科

に
属
す
る
ベ
ニ
ト
ン
ボ
。
オ
ス
の
腹
部
は

鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
を
し
て
お
り
、
メ
ス

は
麦
わ
ら
色
。
日
本
で
は
四
国
、
九
州
、

沖
縄
に
か
け
て
分
布
し
、
国
外
で
は
イ
ン

ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
南
部
、
台
湾
に

か
け
て
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　

付
近
に
は
真
っ
赤
な
ト
ン
ボ
も
飛
ん
で

お
り
、
そ
の
ト
ン
ボ
の
種
類
は
タ
イ
リ
ク

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
。
模
様
は
ベ
ニ
ト

ン
ボ
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
写
真
は
そ
の

オ
ス
。
同
系
色
で
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
と
赤

色
の
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で
い
る
姿
は
、
な
ん

と
な
く
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。

島
に
ピ
ン
ク
色
の
ト
ン
ボ
が
い
る
っ
て

し
っ
て
ま
し
た
？

雑
誌
『
週
刊
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
で

喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
場
を
紹
介
！

▶
ベ
ニ
ト
ン
ボ
の
オ
ス

▶
タ
イ
リ
ク
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
オ
ス

る
と
の
こ

と
。

　

そ
ん
な

贅
沢
な

コ
ー
ス
が

身
近
に
あ

り
、
日
々

プ
レ
ー
で

き
る
本
町

の
ゴ
ル
フ

愛
好
家
の

皆
さ
ん
、

ち
ょ
っ
ぴ

り
優
越
感

を
感
じ
ま

せ
ん
か
。

週刊ゴルフダイジェストで紹介された喜界ガーデンゴルフ場
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和
40
年
頃
ま
で
は
、
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
人

が
、米
や
田
芋
を
作
る
大
水
田
地
帯
だ
っ
た
。

現
在
で
も
西
目
集
落
で
は
、
飲
料
水
以
外

の
生
活
水
は
、
集
落
水
道
を
使
って
い
る
。

大
朝
戸
集
落

●
集
落
性

　

お
だ
や
か
で
優
し
く
、
先
輩
を
敬
う
心
を

大
事
に
す
る
集
落
性
。
他
集
落
の
方
か
ら
言

葉
遣
い
が
柔
ら
か
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
今
で
は
方
言
を
使
う
人
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

●
集
落
行
事

　

六
月
灯

　

旧
暦
６
月
12
日
集
落
内
に
あ
る
松
尾
神

社
で
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
。

　

豊
年
祭

　

旧
暦
の
８
月
12
日
の
祭
り
。
午
前
は
松

尾
神
社
参
拝
し
、
午
後
は
踊
り
な
ど
を
ウ

ヤ
ン
ガ（
大
朝
戸
バ
ス
停
前
広
場
）で
行
う
。

　

シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
暦
8
月
の
最
初
の
丁ひ

の
との
日
に
行
う
シ

チ
ャ
ミ
（
節
浴
）
か
ら
５
日
目
の
辛か

の
との
日

に
行
う
先
祖
祭
。
ス
ス
キ
で
墓
石
を
払
い
、

厄
払
い
の
た
め
家
の
四
隅
や
門
の
両
側
な
ど

に
刺
す
。
当
日
の
朝
7
時
、
お
墓
に
お
菓

子
や
果
物
を
供
え
た
り
、
ス
ス
キ
を
生
け

る
な
ど
を
し
て
お
参
り
す
る
。
そ
の
あ
と

近
隣
の
お
墓
に
線
香
や
御
神
酒
を
差
し
上

げ
る
。

西
目
集
落

●
集
落
性

　

以
前
は
稲
作
地
帯
で
田
ん
ぼ
に
水
を
引

く
順
番
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
順
番
が
夜

第
17
回　

大
朝
戸
・
西
目
集
落

概
要

　

大
朝
戸
集
落
の
人
口
は
62
人
、
世
帯
数

は
34
世
帯
。
西
目
集
落
の
人
口
は
20
人
、

世
帯
数
は
10
世
帯
。

　
『
南
島
民
俗
研
究
資
料　

大
朝
戸
・
西

目
誌
考
（
政
元
保
著
）』
に
よ
る
と
、
慶

長
時
代
、
薩
摩
が
奄
美
に
上
陸
し
制
圧
後

に
は
『
朝
戸
』『
西
目
』
と
な
っ
て
い
る
。

正
式
に
は
、
薩
摩
直
轄
地
『
喜
界
島
西

目
間
切
り
、
朝
戸
村
、
西
目
村
』
で
あ
っ

た
。
廃
藩
置
県
後
の
最
初
の
地
券
（
明
治

15
年
7
月
）
に
よ
る
と
、
大
朝
戸
61
番
地

の
標
記
は
『
大
隅
国
大
島
郡
西
目
方
朝
戸

村
六
十
一番
字
田
中
』
と
示
し
て
あ
る
。
そ

の
後
、
町
村
制
が
敷
か
れ
た
明
治
41
年
ま

で
『
大
島
郡
早
町
方
、
朝
戸
、
西
目
』
と

示
さ
れ
、
小
学
校
は
早
町
に
通
っ
て
い
た
。

明
治
41
年
町
村
制
実
施
に
よ
り
、『
大
字
』

が
つ
け
ら
れ
、『
大
島
郡
喜
界
村
大
字
・
大

朝
戸
・
西
目
』
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
『
喜
界
島
の
民
俗
（
竹
内
譲
著
）』
に
よ

る
と
、
大
朝
戸
と
西
目
を
一
緒
に
し
て
ウ
ィ

ン
サ
ト
（
上
里
）
と
い
い
、
島
内
で
も
早
く

開
け
た
集
落
の一つ
。
集
落
の
西
よ
り
に
二

つ
の
泉
が
相
接
し
て
湧
い
て
お
り
、
大
朝
戸

側
を
『
朝
戸
ウ
ッ
カ
ー
（
泉
）』、西
目
側
を

『
西
目
ウ
ッ
カ
ー
』
と
呼
び
、
両
集
落
の
先

祖
た
ち
は
こ
の
泉
を
中
心
と
し
て
群
れ
の
生

活
を
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

両
集
落
は
、
集
落
内
の
２
つ
の
ウ
ッ
カ
ー
に

恩
恵
を
受
け
て
発
展
し
て
き
て
お
り
、
昭

中
で
あ
ろ
う
が
、
不
平
を
言
わ
ず
、
決
め
事
は

必
ず
守
っ
て
き
た
。
田
植
え
の
時
も
助
け
合
い
、

『
結
い
の
精
神
』
で
農
作
業
を
し
て
き
た
こ
と
が

現
在
で
も
多
く
の
集
落
民
の
中
に
根
付
き
、
西

目
の
集
落
性
と
な
って
い
る
。

●
集
落
行
事

　

水
神
祭

　

旧
暦
８
月
12
日
に
西
目
ウ
ッ
カ
ー
上
方
の
ほ
こ
ら

前
で
行
う
祭
り
。
以
前
は
、三
味
線
や
太
鼓
を
使
っ

て
島
唄
な
ど
を
歌
い
、
盛
大
に
地
踊
り
を
し
て
い

た
が
、
現
在
で
は
、
集
落
人
口
減
少
に
伴
い
神
社

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

西目ウッカー

松尾神社水神社

大朝戸公民館と西目公民館周辺
　　　（神社上は西目公民館）

朝戸ウッカー
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大朝戸区長。区長歴は6ヶ月。
昭和24年生まれ。長い間サ
トウキビに係わる仕事に従事
し，定年後はサトウキビを作っ
ている。「緑豊かな住みよい
この集落を大切に守っていき
たい」と語る。

豊
岡
美
佐
雄
区
長

（65）

Profile

西目区長。区長歴3年。昭和
25年生まれ。13年前にUター
ンして，サトウキビを作ってい
る。「若手の集落の人は，Ｕター
ンの人が多いので，それぞれの
経験を生かした，個性豊かな集
落づくりをしたい」と語る。

上
村
雅
文
区
長

（64）

Profile

参
拝
の
み
と
な
っ
た
。

　

シ
バ
サ
シ
ー

　

秋
の
節シ

チ
グ
ン
ミ

折
目
か
ら
5
日
目
の
辛か
の
との

日
に
行
わ
れ
る
行
事
。
午
前
7
時
、

共
同
墓
地
に
集
合
し
て
お
菓
子
を
お

供
え
し
、
墓
地
内
の
全
て
の
お
墓
に

線
香
、
御
神
酒
を
差
し
上
げ
、
お
参

り
す
る
。

両
集
落
合
同
開
催
の
行
事

　

水
神
祭
及
び
豊
年
祭

　

旧
暦
9
月
9
日
に
大
朝
戸
集
落
と

合
同
で
行
っ
て
い
る
祭
り
。
午
前
7

時
か
ら
、
中
熊
、
先
内
、
中
間
の
集

落
区
長
も
参
列
し
て
、
神
事
を
行
い
、

午
後
4
時
よ
り
地
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、

六
調
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
祭
り
の
こ
と
を
、
大
朝
戸
集
落

で
は
『
水
神
祭
』
と
呼
び
、
西
目
集

落
で
は
旧
暦
８
月
12
日
に
す
で
に
水

神
祭
を
済
ま
し
て
い
る
た
め
『
豊
年

祭
』
と
呼
ん
で
い
る
。

観
光
名
所
な
ど

　

朝
戸
ウ
ッ
カ
ー

　

湧
き
水
は
年
中
枯
れ
る
こ
と
が
な

く
、
カ
ニ
や
エ
ビ
、
う
な
ぎ
が
生
息
し

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で

も
あ
る
。
水
辺
に
は
四
季
折
々
の
花
々

が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

西
目
ウ
ッ
カ
ー

　

湧
水
量
が
豊
富
で
夏
は
冷
た
く
、

冬
は
暖
か
い
。
集
落
の
子
ど
も
た
ち

は
水
を
せ
き
止
め
よ
く
泳
い
で
い
た
。

カ
ニ
、
川
エ
ビ
も
生
息
し
て
い
て
、
ウ
ッ
カ
ー
周
辺

に
は
ク
レ
ソ
ン
を
植
栽
し
て
い
る
。

　

松
尾
神
社

　

創
設
は
寛
永
3
年（
１
６
２
６
年
）。
祭
神
は
、

大
山
昨
命
（
お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と
）
と
中
津

島
姫
命（
な
か
つ
し
ま
ひ
め
み
こ
と
）。神
格
は『
山

の
神
』、『
海
上
守
護
・
農
業
の
神
』。
祭
日
は

旧
暦
８
月
12
日
。
永
（
永
井
）
家
の
先
祖
で
あ

る
「
永
語
」
が
創
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
喜

界
島
神
社
マッ
プ
48
（
喜
界
島
神
社
研
究
会
編
）』

よ
り
）。
マ
ン
ノ
ー
山
（
松
尾
神
社
前
）
か
ら
見

る
景
観
は
絶
景
で
、
特
に
夜
景
が
き
れ
い
。

　

水
神
社　

　

所
在
地
は
西
目
・
大
朝
戸
。
祭
神
は
水
神
。

神
格
は
『
水
を
司
る
神
』。
創
設
は
不
明
。
祭

日
は
旧
暦
8
月
12
日
・
9
月
9
日
。
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ミニきかいかわら版！

　あゆみ幼稚園（榮四枝園長・園児数 74 人）は
９月 26 日，毎年恒例となった『秋まつり』を開
催した。園児たちは，製作したミコシを担いで金
久公園まで練り歩いたあと，園庭内に設置された
やぐらを囲んで保護者たちと一緒に踊りなどを楽
しんだ。
　今年，園児がつけたミコシの名前は，５歳児の
ほし組は『よろこびと』，そら組は『ワールドカッ
プサッカー』。4 歳児のうさぎ組は『森の中のジ
バニャン』，きりん組は『おばけ』。

　早町小学校は９月8日，５・６年生児童（計30人）
を対象に同校体育館において木工体験学習を開催
した。講師として大島支庁農林水産部片野田逸朗
技術専門員らが招かれ，児童たちは協力しなが
ら，トカラ列島以南の南西諸島に分布する『リュ
ウキュウマツ』を使って一人掛け椅子を製作した。
この体験授業は森林環境税事業を活用し，森林と
環境の関係や林業について学ぶことが目的。

わ
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喜界中学校
喜界高校

喜界小学校
早町小学校

各
学
校
で
体
育
祭
・
運
動
会
が
開
催



－店舗紹介－

 お
お さ い や

さ 家 
  Tel　０９９７－６５－３２５８

  住所　喜界町湾５４０－２

  営業時間　18:00 ～ 24:00

　  （23:00 ラストオーダー）

  定休日　毎週日曜日 

読者プレゼント
　『おさ家』さんのご厚意により「島
の夜長のはじまりコースお食事券

（一食分）」を抽選で 5 名様にプレゼントしま
す。ハガキ等に住所・氏名・年齢・電話番号・
店名をご記入の上，応募してください。
　締切は，11月５日（水）（当日消印有効）
発表は発送をもってかえさせていただきま
す。
　　　〒 891-6292
　　　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　　企画課広報担当まで

募集します！！
「この店の美味しい料理を紹介してほし
い」などご要望がございましたら自薦・
他薦は問いませんので，企画課広報担当

（☎65ｰ3683）まで情報をお寄せください。

シマグルメ

な
び

島 の 夜 長
の は じ ま り

コース

vol.2

※『黒糖焼酎 1 合』か『生ビール一杯』，どちらかを選ぶことができます！

ご来店お待ちしています !!
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今
回
の
『
シ
マ
グ
ル
メ
・
な
び
』
は
料

理
屋
『
お
さ
家
』。
店
に
入
る
と
、
調
理

す
る
様
子
を
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
臨
場
感
と
清
潔
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
内
は
『
非
日
常
』

を
テ
ー
マ
に
構
成
さ
れ
、日
常
か
ら
離
れ
、

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

お
勧
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
島
の
旬
な
食

材
を
楽
し
め
る
5
品
と
、
黒
糖
焼
酎
１
合

か
生
ビ
ー
ル
１
杯
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

『
島
の
夜
長
の
は
じ
ま
り
コ
ー
ス
』（
１
，

５
０
０
円
・
税
込
）。
そ
の
５
品
と
は
、

島
で
穫
れ
た
サ
ク
ナ
ー
（
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ

ウ
）
の
芽
を
揚
げ
た
『
サ
ク
ナ
ー
の
天
ぷ

ら
』
と
、
旬
の
赤
身
・
白
身
魚
を
揃
え
た

『
お
刺
身
』（
マ
ツ
や
カ
ツ
オ
な
ど
）。
ス

ン
カ
ー
（
ハ
マ
カ
ブ
ラ
）
と
あ
さ
り
な
ど

を
お
ひ
た
し
に
し
た
『
季
節
の
お
ひ
た
し

（
内
容
は
季
ご
と
に
変
更
）』
と
、
サ
ワ
ラ

の
切
り
身
（
素
材
は
水
揚
げ
に
よ
っ
て
変

更
）
を
味
噌
漬
け
し
焼
い
た
『
旬
魚
の
味

噌
漬
け
焼
き
』。
極
め
つ
け
は
、
一
回
の

仕
込
み
に
2
升
も
の
黒
糖
焼
酎
が
使
わ
れ

た
『
豚
の
軟
骨
の
角
煮
』
。
焼
酎
の
ア
ル

コ
ー
ル
を
飛
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
残
る
キ

ビ
の
香
り
や
、
島
ザ
ラ
メ
を
使
っ
て
丸
一

日
漬
け
込
む
こ
と
で
醸
す
深
い
味
わ
い
・

滋
養
味
（
ほ
っ
と
す
る
こ
と
）
な
ど
の
相

乗
効
果
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、『
一
人
で
も
気
楽
に
店
に
入
っ
て
、

島
の
食
材
が
使
わ
れ
た
料
理
か
ら
島
を
感

じ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
に
取
り
揃
え
た
旬
な
食
材

は
、
も
ち
ろ
ん
海
の
幸
（
旬
の
お
刺
身
が

常
時
10
種
類
以
上
）
と
、
山
の
幸
（
秋
は

マ
ツ
タ
ケ
や
ナ
ス
、
春
は
芽
も
の
な
ど
）

が
あ
り
、
四
季
折
々
の
新
鮮
食
材
が
楽
し

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
算
に
合
わ
せ
て
注

文
が
で
き
る
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
（
※
一
人

３
，
０
０
０
円
以
上
）
や
、
要
望
が
あ
れ

ば
新
鮮
魚
介
類
を
使
っ
た
『
に
ぎ
り
』
や

『
炭
火
焼
き
』
な
ど
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

　
「
一
人
で
も
気
軽
に
入
れ
る
店
を
目
指

し
、
一
人
で
も
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
開

発
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
る
外
内
拓
真

店
長
。
こ
れ
か
ら
の
お
さ

家
に
注
目
で
す
。



　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら

「
う
も
ー
り
図
書
館
へ
」

　

「生
活
の
中
に
図
書
館
を
！
」
を
大
き
な

目
標
と
し
て
掲
げ
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る

図
書
館
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の一環
と
し
て
、「
敬
老
の
日
」
に
ち
な

ん
で
９
月
９
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
懐
か
し

い
映
画
試
写
会
を
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
吉
永
さ
ゆ
り
主
演
の
「
青
い
山

脈
」、
午
後
か
ら
は
岩
下
志
麻
主
演
の
「
島

育
ち
」
を
上
映
し
、
四
日
間
で
延
べ
１
０
０

名
の
方
が
訪
れ
大
好
評
で
し
た
。

で
、
皆
様
と
巡
り
あ
え
る
本
が
お
持
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
行
事
に
あ
っ
た

本
や
新
刊
の
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、「
う
も
ー
り
図
書
館
へ
」　　

　
〈
喜
界
町
図
書
館
読
書
活
動
推
進
標
語
〉

　
『
本
は
家
族
の一
員
で
す
！
』

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
生
涯
学
習
実
践
事
項
・
推
進

策
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①
第
２
分
科
会
実
践
事
項

「
支
え
合
う
声
か
け
、
集
落
行
事
に
は一人
一

人
が
自
ら
進
ん
で
参
加
し
よ
う
。」
と
な
り

ま
す
。

②
第
３
分
科
会
実
践
事
項

「
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
自
ら
の
健
康
状
態

を
認
識
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

基
本
と
し
て
・
・
・
・
。」
と
な
り
ま
す
。

③
第
５
分
科
会
推
進
策

「
①
ゴ
ミ
の
減
量
を
推
進
し
ま
す
。　
　
　

（
エ
コ
キ
ャッ
プ
を
集
め
て
、
世
界
の
子
ど
も

た
ち
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
。

②
マ
イ
バ
ッ
グ
の
運
動
を
推
進
し
ま
す
。
マ

イ
バッ
グ
の
特
典
を
利
用
し
よ
う
。

③
節
電
に
努
め
ま
す
。「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
節
電
活
動
」
へ
の
参
加
。
こ
ま
め

に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
節
電
に
努
め
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。」
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
一
人
一
人
が
実
践
を
通

し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 　

４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
、
全
国
の
全
て
の
公
立
小
・

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
で
す
。

喜
界
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
現
状
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
※
１
か
ら
５
の
段
階
は
20
％
刻
み
の
正
答
率
で
す
。）

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
Ａ
・
算
数
Ａ

と
も
に
４・５
段
階
の
児
童
の
割
合
が
高
く
、

１・２
段
階
の
児
童
の
割
合
も
少
な
い
こ
と

か
ら
、
基
礎
的
基
本
的
な
内
容
の
定
着
は

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
方

国
語
Ｂ
・
算
数
Ｂ
に
お
い
て
は
、
バ
ラ
ツ
キ

が
大
き
く
な
り
、
活
用
力
に
個
人
差
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
１・２

の
割
合
が
国
語
Ａ
・
算
数
Ａ
と
比
べ
て
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
知
識
を
活
用
し
て
思
考
・

判
断
・
表
現
し
て
い
く
力
を
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
国
語
Ａ
は
４・５
段
階
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
語
Ｂ
、

数
学
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
５
の
割
合
が
少

な
く
、１・２
の
割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

な
お
、
無
答
率
も
全
国
・
県
と
比
較
し
て

高
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
生
徒
の
実

態
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
学
力
向
上
に

対
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
各
学
校
で
は
、
児

童
生
徒
の
確
か
な
学
力
定
着
の
た
め
に
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
の
児
童
生
徒
の
変
容
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。　
　

　

普
段
、
図
書
館
に
来
ら
れ
い
な
い
方
も
来

ら
れ
、
そ
し
て
、
貸
出
カ
ー
ド
を
作
ら
れ
て
、

本
を
借
り
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
無
料
で
観
ら
れ
る
の
？
」

「
一
般
の
人
も
来
て
い
い
の
？
」
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
は
、
町
民
の
皆
様
の
施
設
で
す
。

　

図
書
館
に
は
絵
本
か
ら
、一般
図
書
合
わ

せ
て
お
よ
そ
６
万
冊
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

％

％

％

％

％％

％％

10

小６算数 A

小６算数 B

小６国語 A

小６国語 B

中３数学 A

中３数学 B

中３国語 A

中３国語 B



 
　

10
月
は
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
月
間
で
す
。
乳
が
ん
に
対

し
て
正
し
い
知
識
の
普
及
、
乳

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
目

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
人
女
性
の
12
人
に
１
人

が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
女
性
が

一
生
の
う
ち
で
1
番
か
か
り
や

す
い
が
ん
で
す
。

　

40
～
50
代
の
女
性
の
死
亡
原

因
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
、
仕
事

や
子
育
て
、
介
護
な
ど
家
族
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
病
気
で

す
。

　

し
か
し
、
早
期
発
見
す
れ
ば
、

５
年
生
存
率
は
99
％
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
受
診
率
が
な

か
な
か
上
が
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

乳
が
ん
検
診
受
診
が
、
習
慣

化
す
る
よ
う
、
職
場
で
、
家
庭

で
40
歳
以
上
の
女
性
が
乳
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
よ
う
声
か
け

　

平
成
20
年
～
24
年
の
死
亡
原

因
を
、
S
M
R
（
標
準
化
死
亡

比
）
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

国
を
1
0
0
と
し
た
と
き
の
比

率
で
、
値
が
高
い
ほ
ど
死
亡
者

が
多
い
と
い
う
事
を
示
し
て
い

ま
す
。
喜
界
町
は
、
男
性
の
肝

臓
病
、
脳
内
出
血
、
腎
不
全
、

自
殺
、
女
性
の
脳
内
出
血
、
自

殺
に
よ
る
死
亡
が
多
い
事
が
わ

か
り
ま
す
。

　

若
い
年
代
の
隠
れ
高
血
圧
、

隠
れ
糖
尿
病
、
隠
れ
肝
臓
病
者

が
心
配
で
す
。
11
月
に
医
師
会

の
健
診
が
あ
り
ま
す
。
未
受
診

者
に
は
、
通
知
し
ま
す
の
で
、

是
非
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
乳
が
ん
検
診

の
受
診
率
は
、
34
・
5
％
（
40

～
69
歳
）
で
健
康
鹿
児
島
21
の

目
標
50
％
ま
で
は
、
ま
だ
遠
い

状
況
で
す
。
ま
ず
は
、
女
性
自

身
の
自
覚
と
努
力
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
民
体
育
祭
に
は
、
地
女
連

の
皆
さ
ん
が
、
乳
が
ん
撲
滅
へ

の
願
い
を
こ
め
て
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
を
つ
け
て
マ
ス
ゲ
ー
ム
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間

～
乳
が
ん
の
撲
滅
と

    

早
期
発
見
の
た
め
に
～

 

 

第 17 回喜界町生涯学習大会
（第３分科会）いきいき健やか健康部会
【実践事項】健診を受けることで自らの健
康状態を確認し，バランスのとれた食生
活を基本として，自分にあった運動や健
康法を継続します。

　

喜
界
町
は
、
乳
が
ん
検
診
だ

け
で
な
く
、
他
の
健
診
（
検
診
）

の
受
診
率
も
低
く
、
平
均
寿
命

も
、
健
康
寿
命
も
高
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

男
性
で
は
65
歳
ま
で
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
早
世
率
も
高

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
健
診

（
検
診
）
受
診
で
、

健
康
長
寿
の
島
へ

 鹿児島県では，人口 10 万人あたり全国平均の 1.4 倍もの方

が毎年「脳卒中」で亡くなっています。脳卒中を予防して，健康

寿命をのばしましょう！ 

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）
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前
期
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基

づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準

額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合

に
、
原
則
、
そ
の
１
／
３
相
当

額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
１
期

分
）
と
11
月
（
第
２
期
分
）
に

納
め
て
い
た
だ
く
制
度
を
予
定

納
税
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納

税
（
第
２
期
分
）
の
納
期
限
は
、

平
成
26
年
12
月
１
日
（
月
）
で

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
金
融

機
関
又
は
所
轄
税
務
署
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え

る
「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用
の

方
は
、
納
期
限
前
日
ま
で
に
口

座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
だ
、
利
用
さ
れ
て
な
い

方
は
、
便
利
な
「
振
替
納
税
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
電
子
納
税
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.
go.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

得
税
の
確
定
申
告
等
に
お
い

て
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高

が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
た
方

は
、
平
成
26
年
分
は
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
23
年
６
月
の
消

費
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

前
々
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
、
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場
合

に
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者

届
出
書
」
を
速
や
か
に
納
税
地

の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
分
が
課
税

事
業
者
と
な
る
方
で
、
新
た
に

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
る
方
（
平
成
25
年

分
の
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が

５
０
０
０
万
円
以
下
の
方
に
限

ら
れ
ま
す
。）
は
、「
消
費
税
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を

平
成
26
年
中（
12
月
31
日
ま
で
）

に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に

提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
簡
易
課
税
制
度
の
適

用
を
受
け
た
方
は
、
事
業
を
廃

止
し
た
場
合
を
除
き
、
2
年
以

上
継
続
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

こ
の
適
用
を
や
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
わ
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月

で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額

（
以
下
「
源
泉
徴
収
税
額
」
と

い
い
ま
す
。）
と
、
そ
の
年
の

給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と

は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額

の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の

納
税
を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
が
正
し

く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
勤
務

先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料
な
ど

の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.
nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
消
費
税
の
免
税
事
業

者
の
方
で
、
平
成
24
年
分
の
所

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

　

平
成
26
年
3
月
に
消
費
税
法

施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

簡
易
課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入

率
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
改
正
の
内
容
を
確
認

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

改
正
の
内
容
や
消
費
税
の
届

出
等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
意
義
（
必
要
性
）
及
び
役
割

（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
様
に
税
に
対
す
る
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
税
の
役
割
と
税
務

署
の
仕
事
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

適
正
・
公
平
な
課
税
及
び
徴
収

の
実
現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取

り
組
み
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
、
校
税
調
の
取
り
組
み

等
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
（「
ご

紹
介
し
ま
す　

税
の
役
割
と
税

務
署
の
仕
事
」
バ
ナ
ー
か
ら
リ

ン
ク
）
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
開
設
に
合
わ
せ
て
更
新
し
ま

す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（w
w

w
.nta.go.jp

）

　

県
で
は
、
未
利
用
と
な
っ
た

県
有
財
産
（
土
地
・
建
物
）
に

つ
い
て
、
随
時
、
購
入
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

売
却
す
る
県
有
財
産
の
名
称

お
よ
び
所
在
地
、
売
払
価
格
、

申
し
込
み
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

県
政

情
報>

入
札
情
報
・
資
格
審

査>

県
有
財
産
売
却>

随
時

売
払
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

財
産
活
用
対
策
室　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
６
９

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
の
届
出
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

県
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

12
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最
近
、
大
手
通
信
会
社
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
今
、
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業

者
）
を
変
更
す
る
と
料
金
が
安

く
な
る
。
変
更
作
業
は
、
遠
隔

操
作
で
行
う
の
で
大
丈
夫
」
と

勧
誘
さ
れ
、
後
日
、
同
業
者
か

ら
言
わ
れ
る
ま
ま
に
自
分
の
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

数
日
後
、
請
求
書
が
届
い
た
の

で
確
認
す
る
と
以
前
よ
り
料
金

が
高
く
な
っ
て
い
た
。
と
い
っ
た

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
遠
隔
操
作
」さ
せ
る
こ
と
は
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
相
手
に
委
ね

た
こ
と
に
な
り
、
中
の
情
報
等

を
相
手
が
見
る
こ
と
を
許
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

安
易
に
遠
隔
操
作
さ
せ
て
契

約
し
な
い
こ
と
、
契
約
す
る
場

合
は
、
契
約
内
容
を
よ
く
理
解

し
た
上
で
契
約
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

各
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

全
体
の
住
み
や
す
さ
や
自
然
環

境
と
の
調
和
な
ど
を
考
え
て
、

適
正
に
利
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎

年
10
月
を
「
土
地
月
間
」
と
し
、

10
月
１
日
を
「
土
地
の
日
」
と

し
て
定
め
、
普
及
・
啓
発
活
動

の
充
実
を
図
って
い
ま
す
。

○
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届

出
が
必
要
で
す
。

　

市
街
化
区
域
で
２
，
０
０
０
㎡

以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区

域
で
５
，
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市

計
画
区
域
以
外
で
１
０
，
０
０
０

㎡
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た
時

は
、
契
約
締
結
日
か
ら
2
週
間

以
内
に
土
地
が
所
在
す
る
市
町

村
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
地
域
政
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８

　

県
で
は
、「
青
少
年
育
成
の

日
」、「
家
庭
の
日
」、「
育
児
の

日
」
を
毎
月
定
め
、
県
民
一
体

と
な
っ
た
「
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）

に
学
び
・
育
む
青
少
年
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

○
毎
月
第
3
土
曜
日
は
「
青
少

年
育
成
の
日
」
で
す
。

　

地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
ぐ

る
み
で
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭

の
日
」
で
す
。

　

家
族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ

く
り
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
毎
月
19
日
は
「
育
児
の
日
」

で
す
。

　
一
人
一
人
が
、
家
庭
・
地
域
・

職
場
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く

取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
５
４

　

土
地
は
、
現
在
の
み
な
ら
ず
、

将
来
の
国
民
に
と
っ
て
も
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
地
域

「
遠
隔
操
作
」
に
よ
る
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
契
約
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
？
青
少
年

育
成
の
日
、
家
庭
の
日
、

育
児
の
日

10
月
は
土
地
月
間
で
す

（平成26年11月広報テーマ要旨）

☆ 裁判員候補者名簿ができるまで

裁判員候補者名簿は，市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に，全国

の地方裁判所で作成されます。

☆ 裁判員候補者名簿記載通知について

平成２７年の裁判員候補者名簿に登録された方には，本年１１月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載

通知）をお送りします。この通知は，来年２月ころから平成２８年２月ころまでの間に裁判所にお越しいただき，裁判

員に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし，あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。この段階で

は，まだ具体的な事件の裁判員候補者に選ばれたわけではありませんので，すぐに裁判所にお越しいただく必要

はありません。

また，名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は，裁判員候補者の方の事情を早期に把握し，

調査票のご回答の内容により，１年を通じて明らかに辞退が認められる場合等には裁判所にお越しいただくことの

ないようにして，裁判員候補者の方々の負担を軽減するためにお送りするものですので，お尋ねする項目に当ては

まらない方は，返送していただく必要はありません。

辞退の申し出ができる時期や期間等に何らの制限を設けているわけではありません。

この調査票で辞退を申し出なかった場合でも，実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際にお送りする質問票で

辞退を申し出ていただくことも，裁判の当日（選任手続時）に辞退を申し出ていただくことも可能です。

裁判員制度にご理解，ご協力をお願いします。
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パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
と

は○
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
妊

産
婦
な
ど
、
歩
行
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
身
障

者
用
駐
車
場
利
用
証
を
交
付
す

る
こ
と
で
、
公
共
施
設
や
店
舗

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
る
制
度
で

す
。

○
お
持
ち
の
利
用
証
は
、
5
年

ご
と
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
有
効
期
間
を
確
認
し
、

交
付
さ
れ
た
県
の
行
政
機
関
で

更
新
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

（
交
付
番
号
が
「
K
」
か
ら
始

ま
る
利
用
証
は
大
島
支
庁
喜
界

事
務
所
で
の
更
新
で
す
）。

↑
こ
の
期
間
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ま
た
、
こ
の
制
度
を
新
た
に

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
か
、
大
島
支
庁
喜
界
事

務
所
（
℡
65
ー
0
1
1
4
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
廃
棄
物
税
は
、
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、
産

業
廃
棄
物
の
よ
り
一層
の
排
出
抑

制
や
減
量
化
、
再
生
利
用
な
ど

を
促
進
す
る
た
め
の
税
で
す
。

○
税
の
概
要

　

産
業
廃
棄
物
を
排
出
さ
れ
る

事
業
者
の
方
は
、
最
終
処
分
場

や
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
産
業

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

を
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
へ

～
利
用
証
更
新
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
～

暮らしの情報 インフォメーション

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
処
理
料
金

の
ほ
か
に
産
業
廃
棄
物
税
を
最

終
処
分
業
者
ま
た
は
焼
却
処
理

業
者
に
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
最
終
処
分
場
に
搬
入
す
る
場

合　
　

1
，
0
0
0
円
／
ト
ン

・
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
場
合

　
　
　
　
　

8
0
0
円
／
ト
ン

○
焼
却
以
外
の
中
間
処
理
を
経

て
最
終
処
分
場
・
焼
却
施
設
に

搬
入
さ
れ
る
場
合
は
、
中
間
処

理
業
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。
中
間
処
理
業
者
は
税
の

負
担
者
と
し
て
、
処
理
料
金
に

税
相
当
分
を
上
乗
せ
し
、
排
出

事
業
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

税
額
や
納
税
方
法
に
つい
て

県
庁
税
務
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
０
２

税
収
の
使
い
道
に
つい
て

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
９
４

　
「
緊
急
経
営
対
策
資
金
」
は
、

取
引
先
の
倒
産
や
最
近
の
経
済

変
動
等
で
経
営
に
影
響
を
受
け

て
い
る
中
小
企
業
者
を
対
象
と

し
た
融
資
制
度
で
す
。

○
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま

す・自
社
の
取
引
総
額
の
20
％
以
上

を
占
め
る
取
引
事
業
者
が
倒
産

し
た
と
き

・
倒
産
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、

50
万
円
以
上
の
売
掛
債
権
を
有

す
る
と
き

・
消
費
税
増
税
な
ど
の
影
響
で
売

上
高
が
前
年
同
期
比
で
5
％
以

上
減
少
し
た
と
き

・
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
で
利

益
率
が
前
年
同
期
比
で
3
％
以

上
減
少
し
た
と
き

○
融
資
限
度
額
：
運
転
資
金

2
，
0
0
0
万
円
以
内
、
設
備

資
金
3
，
0
0
0
万
円
以
内

○
融
資
期
間
：
運
転
7
年
以

内
、
設
備
10
年
以
内

○
利
率
：
年
1
・
9
％
～
2
・

7
％
（
別
途
保
証
料
有
り
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会県
庁
経
営
金
融
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

　

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金
は
、

鹿
児
島
県
と
九
州
労
働
金
庫
と

の
協
調
融
資
で
す
。
融
資
対
象

は
、
県
内
の
中
小
企
業
に
お
勤

め
で
県
内
在
住
の
方
で
す
。

○
資
金
種
類

　

遅
払
賃
金
補
塡
資
金
、
育
児・

介
護
休
業
資
金
、
教
育
資
金
、

医
療
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

○
融
資
利
率

　

遅
払
賃
金
補
塡
資
金
、
育
児・

介
護
休
業
資
金
、
教
育
資
金
：

2.
0
％

　

そ
の
他
：
2.
2
％

○
融
資
限
度
額

　

遅
払
賃
金
補
塡
資
金
：

60
万
円

　

育
児
・
介
護
休
業
資
金
：

1
0
0
万
円

　

教
育
資
金
：
2
0
0
万
円

　

医
療
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資

金
：
1
5
0
万
円

○
融
資
期
間

　

教
育
資
金
：
10
年
以
内

　

そ
の
他
：
7
年
以
内
（
据

置
期
間
を
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
労
働
金
庫
県
本
部

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
２
２
１
７

ま
た
は
お
近
く
の
各
支
店
ま
で

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
４

産
業
廃
棄
物
税
に
つ
い
て

「
緊
急
経
営
対
策
資
金
」
の

ご
案
内

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金
の

ご
案
内
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町からのおしらせ
Information from town 

水環境課からのお知らせ
［小型合併浄化槽設置補助について］

　水質汚染の主な原因の1つは生活排水で、中でも台所や風呂等の生活雑排水による汚染が
指摘されています。生活排水の汚れの解消として、下水道や合併浄化槽があります。しかし、
わが喜界町での合併浄化槽の普及率は低い状態です。快適で暮らしやすい生活環境を守り、
きれいな水を保って行きたいものです。
　そこで町では、「小型合併処理浄化槽」を自己が住居する住宅などに新しく設置される方に、
平成26年度は補助金を増額しました。

人槽区分
５人槽
７人槽
１０人槽

▹　問い合わせ先

　　役場水環境課

　　　　　　℡　６５－３６９０（直通）

平成25年度
４０２，０００円
４８４，０００円
６１８，０００円

豊かな水を目指して

平成26年度
５３２，０００円
６１４，０００円
７４８，０００円

■　補助金額

増 額 し ま し た ！ 「 小 型 合 併 浄 化 槽 設 置 補 助 」

　補助を希望される方は役場水環境課までお問い合わせください。
　なお、下記の区域は補助の対象外となります。
→公共下水道整備区域と農業集落排水整備区域
【湾、赤連、中里、池治、荒木、城久、志戸桶、佐手久の各集落】
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　鹿児島県では，産業廃棄物の不法投棄等の根
絶を図るため，毎年 11月を「不法投棄防止強
化月間」と定めています。期間中は，不法投棄
防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を
強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人
ひとりが，「不法投棄をしない。させない。見
つけたらすぐ電話を」という意識を持ち，不法
投棄のない住みよい地域をつくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら，役場住
民課（電話：６５－３６８７）までご連絡くだ
さい。

『廃棄物の不法投棄は法律で禁止されていま
す！廃棄物を不法投棄した者や，その未遂行為
をした者は，５年以下の懲役若しくは１
千万円以下の罰金，又はこの両方
の罰則を受けることがあります。

（法人に対しては３億円以下の罰則）』

　産業振興課では９月 1 日，白坂達則さん（赤
連）を喜界町農業後継者育成事業の研修生とし
て認定しました。
　これから白坂さんは，
研修生として営農支援
センターや各農家の支
援を受け，本町の農業
技術を学ぶことになり
ます。
　この事業は，農業経
営を行うのに必要な知
識を習得するための研修を行い，担い手農家
として自立できる農業者を育成することを目
的としています。
※畜産（肉用牛飼養希望）研修につきましても，
農家研修で自立できる方を育成しています。詳
しくは産業振興課内（☎６５－３６８９）まで
お問い合わせください。

産業振興課からのお知らせ
［農業後継者事業の研修生について］

参加者を指導する小西さん

【サロン上田】 喜界町赤連 2 6 6 0
☎０９０－７４５３－１８４７

（予約制　お電話お待ちしています）
リンパドレナージュマスターセラピスト　

　上　田　菊　乃

有料広告

よ　も　ぎ　蒸　し

住民課からのお知らせ　４
［11 月は不法投棄防止強化月間です］
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　〔地球環境を守るかごしま県民運動推進会議〕
　毎月５日をエコフライデーとし，電気・水・燃
料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んで
います。
10 月の取組
環境にやさしい買い物（エコバッグ）
①マイバッグ（エコバッグ）や風呂敷
を利用します。
②過剰包装を断ります。
③環境マーク（エコマークやグリーンマーク等）
の表示のある環境にやさしい商品を選んで買いま
す。

　法務局奄美支局での登記相談についてお知らせ
です。
　鹿児島地方法務局における登記相談の予約制に
ついて
　鹿児島地方法務局管内の登記相談については，
下記のとおり予約制が施行されましたので，今後
登記相談をされる方は，事前に予約が必要となり
ます。

記
施行開始日　平成 26 年 10 月 1 日（水）
予約受付開始日　平成 26 年 9 月 24 日（水）
　　　　　　午前 8 時 30 分から
相　談　日　月曜日，水曜日，金曜日
　　　　　　（祝・祭日を除く。）
　　　　　　なお，週によっては対応していない
　　　　　　曜日がありますので，あらかじめ御
　　　　　　了承願います。
申　込　先　奄美市名瀬入船町 23 番 1 号
　　　　　　☎０９９７－５２－０３８３

※喜界町での登記相談については，毎月第３木曜
日の午前 9 時～午後 1 時まで開催しています。
当日受付順となります。

　移動年金相談日に予約制による年金相談を実施
いたしますので，ぜひご利用ください。

［予約申込方法］
　年金相談のご予約は，相談希望日 1 ヶ月前から
お電話又は住民課年金窓口でお受けいたしており
ます。ご予約を申し込む際には，相談者及び配偶
者氏名，基礎年金番号，電話番号，相談内容等に
ついて確認させていただきます。

［日 時 ( 予約時間帯 )］
　平成 26 年 11 月 12 日（水）　14：00 ～ 16：30
　平成 26 年 11 月 13 日（木）　 ９：00 ～ 11：30

［年金相談会場］ 
　喜界町役場　トレーニング室
※予約状況により，ご希望の日時を調整させてい

ただく場合がありますので，あらかじめご了承
願います。

　また，予約なしの当日受付もいたしますが，お
待ちいただく場合や，時間に限りがありますので，
事前に予約されることをおすすめいたします。

［問い合わせ・予約受付先］
喜界町役場 住民課 年金係
☎６５－３６８７（内線）３３４・３３３

町からのおしらせ
Information from town 

住民課からのお知らせ　１
［毎月 5 日はエコライフデー！］

住民課からのお知らせ　２
［登記相談の予約制について］

住民課からのお知らせ　３
［予約制による年金相談について］

年金相談にお越しの際は，年金手帳（基礎
年金番号通知書），年金証書，振込通知書な
どの他，相談者本人であることを確認でき
るものをご持参のうえ，予約時間までにお
越しいただき入室されてお待ちください。
※代理の方がご相談に来られる際には，委
任状と来られる方の身分証明（運転免許証
など顔写真があるもの）が必要となります。
※ご都合により来所できない場合は，事前
にご連絡をお願いします。

　注意！！

　年金事務所の職員を装った詐欺被害が発生
してます。身に覚えのないことについては，
できるだけ一人で対応せず，相手の名前や所
属，要件を聞いて，メモを控えて家族等に相
談してください。怪しいなと感じたら，お
近くの年金事務所（奄美大島年金事務所☎
０９９７－５２－４３４１），または警察へお
問い合せください。
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

百合，一歳のお誕生日おめでとう。生後８日目で大
手術を乗り越え，あれから早もう１年。今では，あ
の時の心配がウソのように，お姉ちゃんお兄ちゃん
にもまれ，強くたくましく成長しました。我が家は，
百合の笑顔にいつも元気づけられています。みん
なに負けないくらい大きくなあれ！！   （父母より）

橋川　百
も も

合ちゃん（湾）
（父　誠・母　由佳）

辻﨑　智
ちひろ

大くん(10歳・後列右）・大
たいせい

成くん（９歳・後列左）・
歩
あゆみ

ちゃん（６歳・前列右）・瑛
えり

理ちゃん（2歳・前列左）・悟
ごろう

朗くん（１ヶ月・前列中央）

（赤連）
( 父　智徳・母　理奈）

　

林
内
に
ひ
っ
そ
り
と

咲
く
ノ
シ
ラ
ン
。

　

ノ
シ
ラ
ン
は
東
海
地

方
以
南
に
自
生
す
る
ユ

リ
科
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
属
の
多

年
草
。
柄
の
あ
る
花
が

花
茎
に
均
等
に
白
な
い

し
薄
紫
色
の
小
花
を
つ

け
る
。
葉
は
厚
く
艶
の

あ
る
線
形
で
、
先
は
垂

れ
下
が
る
。
花
の
後
に

で
き
る
実
（
種
子
）
は

濃
い
青
色
に
熟
す
る
。

　

花
言
葉
は
、
そ
の
姿

が
表
す
よ
う
に
『
ひ
っ

そ
り
』

今月の花 ～センニンソウ・オオヤブツルアズキ～

　

今
月
の
広
報
『
き
か
い
』
の

題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、

喜
界
中
学
校
３
年
２
組
の
仲
良

し
3
人
組
。
3
人
は
今
年
６

月
に
引
退
す
る
ま
で
野
球
部
に

所
属
し
、『
か
』
を
書
い
て
く

れ
た
前
田
主
将
を
中
心
に
『
県

大
会
優
勝
・
九
州
大
会
出
場
』

を
目
標
に
厳
し
い
練
習
に
励
ん

だ
そ
う
で
す
。
３
人
の
こ
れ
か

ら
の
目
標
は
『
喜
界
高
校
で

甲
子
園
に
出
場
』
す
る
こ
と
。

ぜ
ひ
実
現
し
て
島
を
盛
り
上
げ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

－今月の題字－

　いつも，笑ったり，泣いたり，怒ったり，とてもに
ぎやかな 5 人兄弟！
　これからも，兄弟仲良く，力を合わせて，夢に向かっ
て，がんばれ！                               （父母より）

『
い
』　

吉
崎　

太
康
く
ん

『
か
』　

前
田　

敦
哉
く
ん

『
き
』　

佐
田　

透
く
ん

ヤブラン

　

海
岸
線
近
く
の
道
路

沿
い
に
咲
く
ヤ
ブ
ラ
ン
。

　

ヤ
ブ
ラ
ン
は
、
本
州
、

九
州
、
四
国
の
山
野
の

日
陰
に
育
つ
ユ
リ
科
ヤ
ブ

ラ
ン
属
の
多
年
草
。
秋

に
地
味
で
あ
る
が
清
楚

な
花
を
咲
か
せ
る
。
穂

状
の
花
序
は
葉
の
間
に

隠
れ
る
よ
う
に
びっ
し
り

と
付
け
、
小
さ
な
淡
紫

色
の
花
を
咲
か
せ
る
。

　

花
言
葉
は
『
忍
耐
』・

『
か
く
さ
れ
た
心
』・

『
謙
遜
』・『
無
邪
気
な
』

ノシラン
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まだわあさんど

勝岡 サツエさん

（昭和２年生・88 歳・小野津）

　
小
野
津
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
野
津
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
サ
ツ
エ
さ

ん
。
サ
ツ
エ
さ
ん
は
、
昼
は
夫
婦
で
農
業
に
精
を
出
し
、
夜
は
紬
織

り
を
し
な
が
ら
、
三
男
一
女
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。
今
で

は
ひ
孫
も
10
人
い
て
「
ひ
孫
た
ち
が
来
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
！
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。
ま
た
、
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
掲
載
し
た

同
じ
小
野
津
の
同
級
生
・
守
内
ミ
ツ
ノ
さ
ん
と
は
大
の
仲
良
し
。
い

き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
に
一
緒
に
出
か
け
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間

が
と
て
も
楽
し
い
そ
う
で
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
、「
糖
分
・
塩
分
控
え
め
の
薄
味
の
料
理
を
心
が
け

て
い
る
こ
と
」
と
、「
く
よ
く
よ
せ
ず
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

秋
長た

け
て
待
て
ば
来
る
来
る
黄よ

み泉
の
国　

神
の
間
に
間
に
流
れ
ゆ
く
日
々

殊こ
と
さ
ら更

に
ま
る
く
そ
め
ゆ
く
夕
あ
か
ね　

夕
日
眺
め
て
今
日
の
反
省

盆
ま
つ
り
笑
顔
で
歌
う
君
あ
れ
ば　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
わ
が
身
も
躍お

ど

る

一
瞬
に
全
て
失
ひ
被
災

者
の　

悲

痛

な
思
ひ
胸
に
迫
れ

り

夏
空
に
咲
き
ほ
こ
ろ
び
し
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア　

行
き
交
う
人
の
心
を
癒
す

人
の
身
の
命
の
は
か
な
さ
思
い
知
る　

咲
き
な
が
ら
散
る
桜
に
も
似
て

秋
の
風
古ふ

る
さ
と里

思
う
夕
ぐ
れ
に　

ふ
と
見
上
げ
る
る
南
十
字
星

災さ
い

多
き
天て

ん
ち
ふ
う
う

地
風
雨
に
く
る
い
あ
り　

い
か
が
す
べ
か
ら
む
日
本
列
島

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

潮し
お
ざ
い騒

を
夢
う
つ
つ
に
聞
く
砂
枕　

捕と
ら
わ
れ囚

の
身
に
夜
風
哀
し
く

砂
ま
く
ら
目
覚
め
が
ち
な
る
ま
ど
ろ
み
の　

枕
辺
に
立
つ
う
か
ら
は
ら
か
ら

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

ル
ー
ニ
ー　

い
ね
子

豊
島　

瞳

佐
東
喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年９月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,469 戸（△ 1）
人 口  ・・・・ 7,421 人 （8）

男   ・・・・ 3,607 人（10)
女   ・・・・ 3,822 人（△ 2）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

西　
　
　

愛あ
い　

奏か

（ 

英
範 

・
羽
里
）

生　

田　

ひ
な
た
（
博
信
・
上
嘉
鉄
）

福　

田　

時と
き　

也や

（ 
卓
也 

・
荒
木
）

飯　

田　

幸ゆ
き　

生お

（ 
崇
晃 
・
赤
連
）

山　

元　

貴た
か　

仁ひ
と

（  

巧   
・
赤
連
）

床　

次　

賢け
ん　

志し

（ 

隆
志 

・
赤
連
）

峰　

山　

敦あ
つ　

光ひ
ろ

（
恵
喜
光
・
早
町
）

　

   
氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　
　
　

氏　
　

名　
　

  （
住
所
）

　

氏　
　

名　

    （
年
齢
・
住
所
）

　
　

氏　
　

名　
　

  （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

石　

原　

直　

和
（
嘉　

鈍
）

江　

田　

都　

美
（　

湾　

）

柴　

山　

ス　

エ

山　

倉　

イ　

シ

西　
　
　

昭　

男

梅　

林　

眞　

二

新　

田　

俊　

彦

澄　
　
　

安　

吉

中　

山　

ト　

ミ

平　

田　

正　

広

若　

松　

純　

雄

篠　

原　
　
　

平

岩　

崎　

正　

子

竹　

下　

悦　

夫

加　

納　

茂　

宏

当　
　
　

恒　

子

山　

倉　

和　

範

藤　

崎　

隆　

弘

中　

山　
　
　

勝

澄　
　
　

武　

啓

梅　

林　

眞　

一
（
82
才
・
赤　

連
）

（
96
才
・
中　

里
）

（
81
才
・
志
戸
桶
）

（
62
才
・
志
戸
桶
）

（
72
才
・
志
戸
桶
）

（
84
才
・
上
嘉
鉄
）

（
95
才
・　

湾　

）

（
56
才
・
荒　

木
）

（
白　

水
）

（
志
戸
桶
）

（
白　

水
）

（
志
戸
桶
）

（
手
久
津
久
）

（
中　

里
）

（
中　

里
）

（
荒　

木
）

（　

湾　

）

（
上
嘉
鉄
）

（
志
戸
桶
）

納付をお忘れなく！（9 月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・

後期高齢者保険料第３期　9/30まで
【使用料】９月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料　　　9/30まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）

　
  

氏　
　

名　

     （
住
所
）

加　

藤　

末　

昭

三　

浦　

幸　

七

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
江
戸
川
区

幸　
　
　

久　

徳
（
中　

里
）

寳　

田　

あ
り
さ
（
中　

里
）

先
月
９
月
号
３
ｐ
の『
相
撲
大
会
』

の
個
人
戦
一
般
の
部
（
右
下
写
真
）

説
明
で
「
優
勝
し
た
三
田
さ
ん
」

は
「
優
勝
し
た
三
田
美3

さ
ん
」
で

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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喜界高校体育大会ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成26年10月21日～11月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

多目・・・・役場多目的室
トレ・・・・役場トレーニング室
グラ・・・・町総合グラウンド
すこ・・・・旧すこやかセンター
子育・・・・子育て支援センター
自然・・・・自然休養村管理センター

日 月 火 水 木 金 土

10/21 10/22 10/23 10/24 10/25

●移動消費生活
講座（大島消費
生活相談所）

【多目 13:30 ～
14:30】

● 登 記 相 談【 役
場研修室 9:00 ～
13:00】
●町小学校陸上記
録会【グラ】
●乳児健診
   【すこ 13:15 ～】

●子育て支援

　来館日

【図書館 2 階

11:00 ～ 11:45】

●喜界高校
　文化祭
　（～ 26 日）
　【喜界高校】

10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31 11/1

●幼稚園

　運動会

【あゆみ・のぞ

み幼稚園】

●母子相談

　(2 歳児～ )

【子育 11:00 ～】

● 胃 が ん 検 診

( 午前 )・医師会

健診（午前）（～

３日）【各集落公

民館 7:00 ～】

11/2 11/3 11/4 11/5 11/6 11/7 11/8

●早町小・早
町小校区文化
祭

● 文 化 の 日
フェスタ【自
然 13:30 ～
17:00】

●精神巡回相
談（～ 6 日 ）

【診 療 所 8:30
～】

●資料休館日
【図書館】

● 体 操 教 室
【 役 場 コ ミ ュ
ニティーホー
ル 19:00 ～
20:30】

● 体 操 教 室
【 役 場 コ ミ ュ
ニティーホー
ル 9 : 3 0 ～
11:00】

11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 11/14 11/15

●喜界中文化
祭

●中高合同芸術
鑑賞会

【喜界中体育館】
●年金相談会
　（午後）

【 ト レ 14:00 ～
16:30】

●年金相談会（午
前）【トレ 9:00 ～
11:30】
●移動図書館（の
ぞみ幼稚園・第 2
保育園・早町学童）

【各施設 13:00 ～
14:00】

●移動図書館
（あゆみ幼稚園・
第 1 保 育 園・
子 育 支 援 ）【 各
施 設 13:00 ～
14:00】

● 13:00 ～

記念式典準備

のため休館

【図書館】

11/16 11/17 11/18 11/19 11/20

●開館 30 周年記
念 式 典【 図 書 館
9:00 ～ 12:00】

（★図書館は式典
のため特別休館）
●第１７回地域文
化 祭【13:00 ～
17:00】

●母子相談
(0 ～ 1 歳児 )

【子育 11:00
～】

● 2 歳・ ２ 歳 半
児歯科健診【すこ
13:15 ～】
●移動図書館
　（1・2・3 年 ）
第 6 期【 早 町 小
13:00 ～ 13:50】

●移動図書館（4・
5・6 年）第 6 期

【早町小 13:00 ～
13:50】
● 子 育 て 支 援 来
館 日【 図 書 館
２ 階 11:00 ～
11:45】

● 登 記 相 談
【研修室9:00
～ 13:00】
●町小中高合
同音楽発表会

【喜界中】
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